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１【提出理由】

　当社は、平成29年3月31日において、当社連結子会社であるAsahi Breweries Europe Ltd社(以下、「ABEL社」といい

ます。）がAnheuser-Busch InBev SA/NV（以下、「AB InBev社」といいます。）との統合前にSABMiller plc（以下

「SAB社」といいます）が保有していたチェコ、スロバキア、ポーランド、ハンガリー、ルーマニア（以下、「中東欧5

カ国」といいます。）事業、及びその他関連資産（以下、「対象事業」といいます。）の取得する手続きを完了しまし

たので、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第16号の２及び第19

条第２項第３号の規定の規定に基づき、臨時報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

（1）取得対象子会社に関する子会社取得を行う連結子会社の名称、住所、代表者の氏名、資本金及び事業の内容

①  名称 Asahi Breweries Europe Ltd社

②  住所 20-22 Bedford Row, London, United Kingdom WC1R 4JS

③  代表者の氏名 ディレクター　北川　亮一

④  資本金 7,405,000,001ユーロ（約8,862億円　※1）

⑤  事業の内容 対象事業の保有及び管理
 

　※１：１ユーロ＝119.68円で換算（2017年3月30日時点）

（2）取得対象子会社に関する事項

本件の譲渡対象企業は全8社により構成されますが、譲渡対象企業毎の経営成績及び財政状態が正確に開示できない

ため、企業概要については、代表的な企業1社についてのみ記載致します。

(1）商号 Plzeňský Prazdroj a.s.

(2）本店の所在地 ピルゼン、チェコ

(3）代表者の役職・氏名 マネージング・ディレクター：Tom Verhaegen

(4）資本金の額
2,000百万コルナ

（9,000百万円　※2）（2016年3月31日現在）

(5）純資産の額
4,959百万コルナ

 (22,315百万円　※2) （2016年3月31日現在）

(6）総資産の額
14,850百万コルナ

 (66,825百万円　※2) （2016年3月31日現在）

(7）事業の内容 ビールの製造販売 
 

※2：1コルナ＝4.5円で換算(2016年12月12日現在)
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最近三年間に終了した各事業年度の売上収益、営業利益及び親会社の所有者に帰属する当期利益はPlzeňský

Prazdroj a.s.の他に、Pivovary Topvar a.s.、SABMiller Poland BV、Ursus Breweries SA、Dreher Sörgyárak

Zrt.、SABMiller Brands Europe a.s.、SABMiller Brands Korea Yuhan Hoesa及びSABMiller Europe AGを含む計8

社の合計となります。

 決算期 2014年3月期 2015年3月期 2016年3月期

 売上収益 （連結） 1,658.1 1,659.2 1,641.3

 営業利益 （連結） 357.2 381.8 355.0

 親会社の所有者に帰属する当期利益　※3 － － －

 
提出会社及び当該連結子会社との間の資
本関係、人的関係及び取引関係

資本関係 記載すべき関係はない。

人的関係 記載すべき関係はない。

取引関係 記載すべき関係はない。
 

※3：親会社の所有者に帰属する当期利益に関しては、正確に開示できないため、非開示とさせております。

 
（3）取得対象子会社に関する子会社取得の目的

当社は、新たに更新した『長期ビジョン』における事業の将来像として、「酒類を中核とする総合飲料食品グ

ループとして、国内では、高付加価値化を基軸とするリーディングカンパニーを目指すとともに、日本発の『強

み』を活かすグローバルプレイヤーとして独自のポジションを確立する」ことを掲げています。

また、『長期ビジョン』の実現に向けた『中期経営方針』では、「国内収益基盤の盤石化と国際事業の成長エン

ジン化による『稼ぐ力』の強化」を重点課題の一つに掲げ、海外を中心とした新たな成長基盤の獲得を目指してい

ます。

こうした戦略の一環として、2016年10月には、SAB社のイタリア、オランダ、英国事業及びその他関連資産を取得

し、「Peroni」、「Grolsch」といったグローバルプレミアムブランドを中心として、西欧における強い事業基盤を

獲得しております。

本件取引は、同じく統合前のSAB社が保有していた中東欧５カ国の事業会社、及び「Pilsner Urquell」をはじめ

とする有力ブランドの知的財産権　※4を取得するものであり、西欧事業との親和性も高く、欧州全体に強固な成長

ネットワークを築くことが可能となります。

対象事業は、ピルスナービールの元祖である「Pilsner Urquell」といったグローバルブランドを有していること

に加えて、一人当たりのビール消費量が世界で最も多いチェコをはじめ、ポーランド、ハンガリー、ルーマニアで

トップシェアとなっており、強い事業基盤を背景とした高い収益性を持つ事業群となります。

こうした事業及びブランドの買収により、「Super Dry」、「Peroni」、「Grolsch」などと合わせて、有力なプ

レミアムブランドを軸として成長するグローバルプレイヤーとして、独自のポジションの確立を目指していきま

す。

また、日本に次ぐ事業規模となる欧州内でのシナジー拡大などによりキャッシュフロー創出力を高めていくと共

に、国内で培ったブランド力やコスト競争力などの「強み」を融合していくことで、国際事業の「稼ぐ力」を高め

ていく方針です。

※4：売買対象の株式及び資産：AB InBev社による統合前にSAB社が保有していた中東欧5カ国市場における事業及

びその他関連事業を構成する会社の全株式、並びに「Pilsner Urquell」、「Kozel」、「Tyskie」ブランドを含む

知的財産権（但し、米国・プエルトリコにおける「Pilsner Urquell」、「Tyskie」、「Lech」ブランドに係る知的

財産権、中東欧5カ国市場における「Miller」ブランドに係る知的財産権及び中東欧5カ国市場以外における「Redd

’s」ブランドに係る知的財産権等を除く）その他関連資産

 
（5）取得対象子会社に関する子会社取得の対価の額

本件における取得価格は7,300百万ユーロ（キャッシュフリー・デッドフリー企業価値ベース）

（約8,737億円　※5）です。

　※5：１ユーロ＝119.68円で換算（3月30日現在）

なお、アドバイザリー費用等の取得に直接要した費用については現時点では未確定であり、上記金額には含まれて

おりません。
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３　特定子会社の異動に関する事項（企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第３号の規定に基づく報告）

　（1）当該異動に係る特定子会社の名称、住所、代表者の氏名、資本金及び事業の内容

上記２(1）をご参照ください。

　（2）当該異動の前後における当社所有に係る当該特定子会社の議決権の数及び当該特定子会社の総株主等の議

決権に対する割合

 

 所有議決権の数 総株主等の議決権に対する割合

異動前 1個 100％

異動後 7,405,000,001個 100％
 

 

(3) 当該異動の理由及びその年月日

①　異動の理由

　当社は、対象事業の取得及び管理を目的として、英国にABEL社を設立しました。当該取得に伴いABEL社の資本

金の額が当社の資本金の百分の十以上に相当することとなったため、新たに特定子会社に該当することになりまし

た。

②　異動の年月日

　平成29年3月31日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以

上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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